
anlSmSOEoral･Eachlsensationandmovc-

mcnt.Applcton･Century-Crofts(InPress)〕

〔日米科学協力部双による5'yポsJサム:Confer-

cncconmcchanlsmsoforal･faclalscnsatlon

andmovement.Honolulu,Jam.19-22,1970.〕

2)Prefrontral cortlcal unit activity and

dclaycdalterLlatlonperformanceh mon-

kcyS.

KIsouKubota良HlroaklNikI

〔J.Ncuropltyslology,34,337-347.1971.〕

学 会 発 表

1)かみくだき筋運動 (mastication)における皮照遊

動野細胞の関与

久保田祝 ･=水宏明

,n46回日本生理学会 (1969)

2)サルにおける prcfrontalcortexの細胞活動と

適延反応

=未宏明 ･久保田舵

苅47回日本生理学会 (1970)

3)サルにおける三叉神経中脳路核内の筋紡錘括軌桝位

と随意運動

松波謙一 ･久保田成

約47回日本生理学会 (1970)

始 税

1)生物科学における詔技掛 こ関する研究の位紀

時 tLI 利 彦

〔科学,39,390-392(1969)〕

2)サJt,とn!動摂能の神経生理学的研究

久 保 田 舵

〔神経研究の進捗,14,3,561-556(1970)〕

3)性性状怨でニュー｡ン活動を記録するための間易モ

ンキーチェアの作り方

酒井正樹 ･二木宏明 ･久保田攻

〔神経研究の進歩,14,3,604-606(1970)〕

社会研究部門

川村俊哉 ･河合雅雄

31亡 滋 ･鈴木 苑

研 究 横 平

1)ニホンザルの出瓜状況の朋jl亡
川村伐硯 ･和泉 剛◆

野外研兜および研兜用サルの供給R耶馴こ脚係ある生息

状況の把垣は,研兜所の未来像としてW･ぴつつある研究

保護林設把の希望と結ぶ,地味であるがさわめて基本的

な作菜である｡このため1970年皮には.計33日間,次の

地方で調査を行った｡釘雌 山脈岡部および中部,大田山

地 (とくに中央7'JL,ブス四面),台苗山脈光弘 京大芦

生沢田林,その他,和歌山風flf,比良山系,突浪山地な

ど｡とくに,水田山地については,=藤樹-,平沖久,

柄井.:Frの 3人の火同研究Elとの合同調並が 行なわれ

た ｡

21自然保諾馴こ関する作苅

川 村 俊 械

IBp-CTSの1aflとして, とくに近級地方に閑

し, 自然とその破頃の宍状把捉を行うとともに山林施

莱,公園などの純朴回只料を入手し.大局および部分開

脚 こついて保辞のための将来柄想を経った｡また 1と悶

迎して,千非爪拓宕山 ･京都府嵐山におけるサJt,の保滋

を図った｡その他兵仰爪炎ノ山の調査を行った.

3)串良ニホンザル自然群の社会変動に関する研究

河 合 稚 拙

4)ニホンザルの性行動に関する社会学的研究

河 合 稚 拙

5)光アフリカにおける萩抹性霊長類のテレメt･1)法に

よる生態学的研究 河 合 雅 放

6)IBP-Pで｢陸上動物の個体数現存丑および生産

力測定法の研究｣に参加,テレメ日)による方法の開

発 河 合 .雄 雌

7)歪長柄の社会生態学:社会性,社会機構が壇の生存

に対してもつ意味の評価と,進化史的位思づけ

兼 . 滋

1. ニホンザルの生態地坪,積雪地にすむニホンザJt,

の生態学,社会学

2.詔艮mの自然保諾劉こ関する生態学

3. 熱符陣嗣株のサルの生息環境としての評価 (樋問

関係と人口動態)

8)芯等霊長類の茄団の維持横柄とその進化の箔問題
鈴 木 晃

+末節大字S!艮BT研究所研捗Ll
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1. 地は谷ニホンザルの地域集団の諸問題

2. 森林とサバンナのチンパンジーの比較生態孝的研

究

3. ヒト袋田の自然への依存性の絶間RB

9)ニホンザルにおけるあそぴの社会学的研究

三 戸 梅 代書

ニホンザJt,のコド判 土非常によく遊ぶが,あそぴに関

する研兜は少ない｡あそぴの種類を分類し,その塵的分

析をすすめ,年齢,性,血縁関係などとの関連におい

て,あそぴのもつ社会的意味,機能について検討を行な

っている｡なお,上記の紋点から詔長日におけるあそぴ

の比較社会学的研究を行ない,あそぴの本質についての

考寅を漉凹している.

また.あそぴの研究を通じて,行動観察の定立化と分

析に鵬する数学的方法の換封を行なっている｡研究は主

として串血の群れを対象にして行なっている｡

10)タイソンザルの activityと posturcの分析

三 戸 梅 代

タイワンザル45'RのF'Jt,-7'を対象にして,テt,メ-

グ-を仕って activityと posturcの研究を行なって

いる｡河合との共同研究であるが,とくにデータの数学

的処理を分相している｡

研 究 苑 裂 く1968年4月-1971年3月)

輸 文

1)近故地方の自然保証に関する一考が

川 村 竣 成

〔JIBp-CT-S,昭和44年度 研究報告276-

286〕

2)1967年冬季下北半島鳥獣調査報告

川 村 俊 蔵

〔JIBp-CT-S,昭和44年度研究報告249-

257(大田･音場と共著)〕

3)Acculturatloninmonkeys.

SyunzoKawamura

〔CollcgclntcrnationalC.N.氏.S.N198,
(1970)〕

4)Catchingbchav王orobscrvcdintheKoshi一

matroop. MasaoXawai

(Primates,8(2),(1967)]

5)SomeobservationonthesolitarymalcoE

Japancscmonkeys-ApilotstudyforsoclO-

tclcmctricalstudyoftheprimates.

MasaoXawai

〔Primates,叫2)(1968)(K.Yoshiba,S.Ando,

S.Azumaと共著)〕

+文拝技甘

6)SociologicalstudyofsolitarymalcSinJap-

ancsemonkeys. MasaoKawal

〔ProcccdingsⅧth intcrnat王onalcongrcsS

ofanthropologicalandethnologicalsclencc,
1.(冗.Yo8hibaと共著)(1968)〕

7)白山周辺におけるニホンザルの生態学的研究-1

河 合 稚 拙

〔白山の自然 (台場,兼らと共著)(1970)〕

8)1967年冬季宰鳥鳥獣調査報告

米 滋

〔IBp-CT,加藤弧 1969年報告 (大田･川村

･音場と共著)〕

9)下北半島のニホンザルの現状-とくに除草剤の散布

影響について

火滋 ･和田-地

〔噂乳規科学,20.21合併号 (1970)〕

10)Anecologicalstudyofchlmpanzccsh a

savannawoodland.

AkiraSuzukl

〔Primates,10,103-148(1969)〕

ll)CarllivorityandCannibalismobserved

amongforcst･livingchimpanzees.

AklraSuヱuki

〔J.Anthrop.Soc.Nippon.79,30-48

(1971)〕

12)テレメーターによるt)ユウキュウイノシシの行政追

跡 三 戸 松 代

〔河合椎姓桐,陸上動物の個体群現存血および出血

力測定の研究(1970)〕

学 会 発 表

1)野生哨乳類の保護,とくに近故3府掛 こついて

川 村 竣 成

弟18回日本生態学会火金 (1971)

2)大乱 鈴鹿.大台ケ原などにおけるニホンザルの分

和

川 村 峻 戒

第15回ブリマーチス研究会 (1971)

3)テレメーターによるニホンザルソリグ.)の研究

河合椎雌 ･音場健二 ･兼 滋 ･安藤 滋

日本生態学会第15会大金 (1968)

4)Activitytelemeterの生態学への応用

河合椎姓 ･三戸粘代･安藤 滋

日本生態学会弟16回大会 (1969)

5)Activitytclemeterによるタイワンザルの行動

測定

三戸梅代 ･河合椎雄 ･安藤 滋

同 上 (1969)
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6)位同チVメTIT)による=ホン57カの/マディズムの

研兜

株 勝約･河合稚拙 ･安藤 滋 ･東 山

日本生態学会約16回大会 (1969)

7)TclcmctcrによるタイtJンザルの actlvlty と

posturcの分析

河合稚拙 ･三戸松代･安藤 滋

爪23回日本人朔学会民族学会連合大会 (1969)

8)･Tレメーターによる1)ユウキュウイノS/S/の行動追

跡

小野窮一 ･河合椎地 ･三戸梅代･充 和敬

安藤 滋

日本生態学会苅17回大金 (1970)

9)野生ニホンザルのアクティビティの測定

河合椎蛭 ･三戸糊代･光 和敬･小野gl-

同 上 (1970)

10)光屯トヲッ7●の生態学への応用

安藤 滋 ･河合稚拙 ･光 滋

同 上 (1970)

ll)地獄谷ニホンザルのオスの郡闇移動について

鈴 木 苑

HT,14回71.)マーチス研究会 (1970)

12)サ/1ンナと森林のナン/tンSl-の比較生態学的研究

鈴 未 見

日本生態学会節17回大会 (1970)

組 税

1)世界のサル

河 合 稚 拙

〔毎日新聞社 (出本光比 ･曽切健二と共著)(1968)〕

心理研究部門

園原太郎 ･宝伏杓子

浅野俊夫 ･渡辺允子

研 究 棟 芋

1)詔良き即こおける視覚 ･聴覚に関する各位絶対関lRお

よび弁別訊伍の測定

畠伏靖子 ･浅野俊夫 ･渡辺允千 ･南雲純治書

記定期,とくにニホンザルの視覚 ･聴覚に関する田岨

測定法を開発し,昭和48年度までに,少なくとも視覚に

関しては,比視感度曲線,聴覚に関しては,周波数特性

曲線の基礎データを収典する.

2)切断脳と学習行動…

泣伏靖子 ･洩野炊夫 ･波辺允子

市等動物の大脳両半球の械能を明らかにすることを目

的として,次の2つの側面から宍験がなされる｡

1. ヒトにおいて,脚間的に3377:される光刺激が,2

つの反応系 (百折系と非打田系)によって,処m!さ

れる7't]セスを.反応時Hl)を柑ほとして分析する｡

2. ll:常なサルが秤持球をoptlcchlasmaとcorpuB

callosum で切断されたときに示す行動の変化を,

オペワンt･の手法を用いて分析する｡

3)オペヲソ1･粂件づけにおける各和強化スケ･}エール

の牧村 (非物劫火 =■,胴tn陶を含む)

城 野 俊 火

1. 各種基本スケジュールの果税記録の先録

2. コンピューターによるIRT分布の分析

3. 反応率と反応力 (V′<-を引くカ)の比較分析
4)弁別行動における譜要因の分析

渡 辺 允 子

1. 動因と反応率との関係

2. 動因と外的刺激の手掛り性との交互作用

3. 刺激般化のriq娼

5)オペヲソ下手は･を用いた発通過埋め分析

波 辺 允 子

1.FR,FI,VI.DRLのスケ57ユーJL,に対す

る個体凸
2. 自由場面におけるオペヲンT.反応とその他の反応

パターンの出現を時系的に分析する｡

6)m動行動の社会的役割

泣伏約千 ･榊封純冶

動機づけのメカニズムを,動因,新市刺激,托忍ミ刺

激,胴刑偏または脳内Tt;真綿q激によって振作し,学田お

よび自由な社会的切面における個体行動の変容と,その

他の個体に与える効果を分析する｡

研 究 発 表 (1968年4月-1971年3月)

学 会 発 表

1)初J明経験と刺激選択

渡 辺 允 子

日本心理学会弟33回大会 (1969)

2)鏡映図形弁別におよはす側頭燕出傷の効果

.渡 辺 允 子

日本心理学会約34回大会 (1970)

3)ニホンザルの2拙反応強化事態 における Auto-

shaping

河的 埠 ･/J､川 陥 ･改野竣大

日本心耳R学会荊34回大会 (1970)

A)回避条件づけにおけるこホンザルの予397反応

畠 伏 約 手

日本心理学会弟34回大会 (1970)

+文部技官

+●木曽良治 (京大 ･文)との共同研'gc

+++井沢竹刀 (文教大 ･心)との共同研究
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